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閉 じ込 め られた 肖像 画が生 み出 した もの

Oscar Wilde， The Picture ofDorian GrayのGothic的 構 造

坂 本 光

 The Picture of 1)oyian Gyayは1890年 に 雑 誌 に て 発表 さ れ ， 翌1891年 に

は大 き く改 訂 され た上 で ， 単 行 本 と して 出 版 され た 。爾 来 ， 作 者 自身 が 受

け て きた様 々 な 評 価 を反 映 す る よ う に， 読 者 の あ い だ に多 様 な解 釈 を生 み

出 して い る。 そ の 一 つ が ， この 作 品 をGothic小 説 の 一 例 と して 読 む ， と

い う アプ ロー チ で あ る。 この 作 品 が 持 つ フ ァ ウ ス ト伝 説 的 な 設 定 ， あ るい

は血 筋 ， 復 讐 と い っ た ， 古 典 的Gothic小 説 に 通 じ る モ チ ー フ に 注 目す る

な ら， こ う した読 み 方 が な され るの も極 め て 自然 な こ とだ ろ う。 ま た テ ー

マ や 構 成 に 注 目 す る な ら， こ の 作 品 は 同 時 期 ま で に 書 か れ たWildeの

fairy taleや 短 編 小 説 に頻 繁 に見 られ る よ う な， 主 人 公 の 自己 発 見 と 自 己

実 現 の物 語 ， 秘 密 を め ぐる物 語 な ど の 延 長 上 に あ る こ とが わ か る。 そ して ，

こ う した 成 り立 ち を持 つThe.Picture Of Dorian Gyayの 中 心 に置 か れ ，

作 品 の タ イ トル とな り， ま た物 語 成 立 の 要 件 と もな って い るの が ， 主 人公

の 代 わ りに 年 老 い て ゆ く とい う超 自然 的 な 肖像 画 で あ る。 しか し作 品 の 中

心 に あ る は ず の 肖像 画 は ， 実 際 に は物 語 の 大 部 分 で 隠 され ， 作 品 中の 日常

か ら隔 離 され て し ま う。 そ して これ がGothic小 説 と して のThe Picture

of Dorian Grayに 特 異 な 姿 を与 え ， ま た そ の特 異 さ に こ そ ， こ の 自 己 発

見 と自 己 実 現 の 物 語 がGothic的 特 質 を 強 く備 え る に 至 っ た 大 きな 要 因 が

存 在 す る の で あ る。

 作 品 冒 頭 で ， 主 人 公 で あ る まだ 成 人 前 の 青 年Dorian Grayは ， そ の 純

真 さ と美 貌 に魅 せ られ た 画 家Basil Hallwardの ア ト リエ で 肖像 画 の モ デ
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ル とな って い る。 そ して ， そ こ を 訪 れ たBasilの 友 人Henry卿 の 言 葉 に

刺 激 され ， ま た 完 成 した 自分 の 肖像 画 を 目 に して ，Dorianは 自分 の 若 さ

と美 貌 を は じめ て 自覚 す る。

When he saw it he drew back， and his cheeks flushed for a moment

with pleasure. A look of joy came into his eyes， as if he had

recognized himself for the first time. He stood there motionless and

in wonder， dimly conscious that Hallward was speaking to him， but

not catching the meaning of his words. The sense of his own beauty

came on him like a revelation. He had never felt it before.1

そしてDorianは 自分の美貌が移 ろいやすい ものであることに動揺 し， 自

分 と肖像画 とが入れ替わ り，自分が永遠の若 さを得て，代わ りに絵の方が

年老 いてゆけばよいと願 う。す ると，その願いは何 らかの不可思議な力に

よって実現 し，これが小説全体の実質上の発端 となる。

 しか し， この作品がGothic的 な様相 を帯びてゆ くプ ロセスを検討す る』

には，肖像画がその超 自然的な力を発揮する過程に，さらに注 目すること

が必要である。Basilか ら自分の肖像画 を譲 り受けたDorianは ，それを

ロンドンのtown houseの 自室に飾 り，裕福な有閑階級の青年な らではの，

贅沢で気ままな生活をお くる。そ して偶然入った場末の劇場で無名の女優

Sibyl Vaneと 恋に落 ち，一・時は結婚 まで考 えるようになる。 しか し結局

は彼女 を捨 て，それが原因でSibylは その直後 に服毒 自殺 して しまう。

Dorianが 肖像画の変化に初めて気づ くのは，こ うしてSiby1を 捨て，一

晩中街 をさまよった後に，自室に帰った時のことである。

In the dim arrested light that struggled through the cream-coloured

silk blinds， the face appeared to him to be a little changed. The

expression looked different. One would have said that there was a
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touch of cruelty in the mouth. It was certainly strange， z

こ の 時 点 で は，Dorianは ま だSibyl自 殺 の 一 報 を受 け取 っ て い な い。 し

か し， 自分 の仕 打 ち に後 ろ め た い と こ ろ の あ るDorianは 即 座 に 肖像 画 の

変 化 が 意 味 す る と こ ろ に気 づ く。 こ の よ うに表 現 す る と， 肖像 画 は ま さ に

Dorianの 眼 前 に か か げ られ た 良 心 の鏡 と して働 い て い る よ う に見 え るが ，

こ の 絵 の機 能 は そ の よ うな 単 純 な もの で は な い。Dorianが 見 い だ した 変

化 は ， 良 心 の 咎 め ゆ え の錯 覚 で は な い か らだ 。 これ は 肖像 画 そ の もの に起

こ っ た 物 理 的 な 変 化 な の で あ る。 こ れ 以 降 ，Dorianの 老 い と堕 落 は 肖像

画 と い う物 の 一 部 と して物 質 化 され ，Dorianと は 別 個 の 独 立 した 存 在 と

して作 品 中 に場 所 を しめ る こ と に な る。 した が って ， こ の 肖像 画 は 良 心 の

鏡 と して 機 能 し て い る の で は な い。 鏡 の よ う に 前 に 立 た な く と も，

Dorianの 老 い と堕 落 は 肖像 画 と い う物 の 中 に そ れ 自体 で 存 在 す るの で あ

る。 だ か らこ そDorianは そ れ を衝 立 の 後 ろ へ と隠 し， さ らに は後 日， こ

こ何 年 も締 め 切 っ た ま ま だ っ たschool roomへ と運 び 込 み ， 厳 重 に鍵 を

掛 け て し ま う。Dorianの 老 い と堕 落 は ， こ の よ う に独 立 した もの と して

物 質 化 され た か ら こ そ， 秘 密 と して 隔 離 隠 蔽 す る こ とが 出 来 る よ う に な る

の だ 。

 こ れ 以 降 ，Dorianは 時 折 この 部 屋 を 訪 れ ， 変 貌 して ゆ く 肖像 画 の 中 に

自分 の 犯 した 罪 を読 み 取 って は， 倒 錯 的 な 喜 び に 浸 る。 こ の よ う に，

Dorianの 肖像 画 が テ ク ス トと して の 働 き を持 つ こ とは 明 か で あ る。 そ し

て こ の 肖像 画 は， そ の テ ク ス ト と して の性 質 の 中 にGothic的 な 要 素 を 強

く備 え て い る。 物 語 を城 ， 修 道 院 ， 邸 宅 とい った ， 日常 世 界 か ら独 立 した

・J・宇 宙 に 設 定 す るの は ， 古 典 的Gothic小 説 に よ く見 られ る 手 法 で あ る。

そ う した 小 宇 宙 は ， しば しば何 らか の 疲 弊 を示 し， また そ の 疲 弊 に よ っ て

日常世 界 か らの ， あ る い は 読 者 の住 む 世 界 か らの 逸 脱 や 隔 絶 を 示 す 。Poe

の ：The Fall of the House of Usher(1839)は ， そ の 典 型 的 な 一例 で あ

る。 モ デ ル の代 わ りに歳 を と り， そ の 堕 落 や 退 廃 を記 録 して ゆ く肖像 画 は ，
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そ う し たGothic的 小 宇 宙 の 延 長 上 に あ り， ま た そ のminima1な 実 現 と

な っ て い る。 肖像 画 は ま さに 「魂 の 家 」 た る 肉体 が ， そ の魂 の 老 い と堕 落

を反 映 して 姿 を変 え， 醜 く変 貌 して ゆ くさ ま を映 し出 して い る こ とに な る

の で あ る。 つ ま り こ の 肖像 画 自体 が 一 つ のGothic的 テ ク ス トで あ り，

The.Picture of Dorian Grayは その 肖像 画 の 読 者 で あ る 主 人 公 が テ ク ス ト

を読 み解 い た結 果 を実 生 活 へ と反 映 し， その 実生 活 に お け る経 験 が再 び テ

クス トへ 投 影 され て ゆ く， とい う循 環 作 用 を記 述 して い る こ と に な る。

 こ の よ うに して 物 語 は ， 変 わ らぬ 若 さ とinnocentな 容 貌 を保 つ 主 人 公

が ， 罪 を 重 ね なが ら快 楽 を求 め て 人 生 をお くる姿 ， そ して そ の 罪 が 老 い と

共 に 肖像 画 へ 反 映 され て ゆ くさ ま を描 い て 行 く。 主 人 公 は我 が 身 に 引 き受

け た 変 わ らぬ 若 さ を絶 対 的 な基 準 と して， 肖像 画 に 反 映 さ れ た 自 己 の本 来

の 老 い とinnocenceか ら の 隔 た り を読 み 取 っ て ゆ くわ け で あ る。 つ ま り

我 々読 者 は ， 主 人 公 が 肖像 画 を頼 りに， 自己 発 見 と更 な る堕 落 とい う逆 説

的 な 自己教 育 を繰 り返 す さ ま を 目 にす る こ と に な る。 この 自己 発 見 ， あ る

い は 自己像 の 設 定 とそ れ に基 づ く自 己実 現 は，Wildeのfairy taleの 中 に

幾 度 も見 い だ さ れ る テ ーマ に 他 な ら な い。1888年 に 出 版 さ れ たThe

Happy Prince and Other Talesで は ， その 表 題 作 “The Happy Prince”

が そ の典 型 で あ る。 ま たThe Picture of L)orian Grayと 同 じ く1891年 に

出版 さ れ たA House of・Pomegranatesで は ， や は りそ の 中 の “The

Young King” が 典 型 的 な 一 例 とな って い る。3

 前 者 の王 子 はSans-Souci(“CareleSS”)， 後 者 の若 き王 は ノoyeuse(“joy-

ful”)と い う名 前 の ， 双 方 共 に あ る意 味 で 主 人 公 のinnocenceを 象 徴 す る

よ うな 宮 殿 に 住 ん で い た と設 定 され て い る。 しか し この 二 人 の 主 人 公 達 は，

あ る契 機 に よ って 社 会 的 な 自意 識 に 目覚 め ， 自 らが 設 定 した 自己 像 の 実現

をは か り， そ の 過 程 で 困 難 を経 験 す る こ と に な る。 な か で も “The Young

King” の 設 定 はThe Picture of Doyian Grayに 酷 似 した もの で あ る。 主

人 公 は， 前 の 王 の 一 人娘 が 身 分 違 い の 男 との秘 密 結 婚 で も うけ た 一 人 息 子

で ， 王 の 不 興 を 買 っ て 牧 童 の 子 と して 育 て ら れ た も の の ， 自 ら の 余 命 を
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知 った王によって呼び戻 され，その跡を継 ぐこととなる。物語はその戴冠

式までの様子を描いた ものである。宮殿に住むこととなった主人公は，そ

の中に飾 られたものの美 しさに惑溺 し，行儀見習いの最 中に失踪 しては，

宝石で飾 られたア ドニスの像た見 ほれている様 を発見 されたりするように

なる。こうした設定は， まさに1891年 版 におけるDorianの 出生 をめ ぐる

事情，母 と祖父の遺産 を継いだ後のDorianの 美の遍歴 と相通 じている。

そ して “The Young King” において主人公が明確な自己像 を持つに至 る

契機 となるのは，自らの姿 を映 した鏡であ り，これ もまたDorianの 内面

をあらわにしてみせる肖像画 と同様の機能を持つ。 しか しThe Picture of

Dorian Grayに おいて鏡の役割 を果 たす 肖像画には，極めて特殊な点が存

在する。一貫 して主人公以外の登場人物から隠され， また作品の大部分で

は読者の 目に触れることさえ無いのである。この 肖像画はschool room

へ隠され厳重に鍵をかけられてしまうと，その後は小説の結末 まで，主人

公以外の誰の目にも触れない秘密となる。秘密を打ち明けられた直後に殺

される画家Basilが ，唯一の例外である。そ して肖像画は，絶対的な秘密

として物語の中に中心的な位置 を占め ることになるのである。

 Judith Halberstanは その著書の中で，この作品の性的側面に注目した

上でDorianの 怪物性 を説明し，怪物性が性的な秘密を体現 しているわけ

ではな く，逆 に秘密の存在が1生的倒錯の前提 となっているのだ， としてい

る。4作品の性的側面に主たる注意を向けるか否かに関わ らず，この指摘

は作品の構成 を端的に指 し示 しているといえるだろう。なぜなら，肖像画

がモデル本人の代わ りに歳をとり堕落 と退廃の痕跡 をその上に刻み込んで

ゆ く，，というだけではこの物語は成立 しないか らだ。主人公Dorianと い

う人間が，その表層のみを表す肉体 と，内面的な深みのみを表す肖像画の

二つに分離 されて も，それだけでは十分 とは言えない。内面 を示す肖像画

が隠され，作品中の 日常世界から厳重に隔離されてこそ，初めて変わらぬ

若 さを保つ主人公の肉体がその特異な効果 を発揮することになるのである。

 そ して肖像画が秘密 として隠されたか らこそ，主人公Dorianは この物
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語の大 きな部分を しめる，豪奢で放縦な生活へ と乗 り出 してゆくことにな

る。そうしたDorianの 遍歴 を示す もの として長々 と記述 されるのが，第

11章 にあるよく知 られた様々な美のコレクション，それによって示 される

宝石，楽器，織物な どへの惑溺である。 しか し快楽主義者Dorianの 遍歴

は，このいささか退屈な リス トに列挙 されたものに留まるわけではない。

Dorianの 遍歴には，具体的には書かれていない ものの， しか しその存在

が明確に言及されてい る領域，つまり男女 を問わずDorianと 特 に親密に

なった人々が身を持ち崩 し，社会か ら脱落 してゆ くに至 るような，罪の領

域が存在する。物語中の記述 を見るなら，服装や様 々なコレクションに見

られるダンディズムがDorianに 関する社会的 イメージとして定着す る一一

方，彼の不品行にまつわる悪い噂：も， また同様に拡がっていることがわか

る。 したがってDorianの 遍歴を考える上で，唯美主義的側面は，重要で

はあってもその一部 に過 ぎないことを忘れるべ きではない。

 そしてその遍歴の契機 となったのが，肖像画 を閉 じ込め隠すことによっ

て成立 した秘密である。Wildeは “The Sphinx without a Secret”(1887)

で，何の必要 もないのにわざわざ秘密を作 り，その言わば虚構の秘密をさ

らに想像力で埋めるこ とに刺激を受ける女性 を描いてい る。Dorianの 抱

える秘密は，肖像画に象徴 されるような自己像に関する秘密である。そ し

て超 自然的な力に支 えられ， この秘密の絶対的な有効性は，肖像画が人目

に触れ な い限 りは揺 らぐこ とがな い。このメ カニズ ムに支 え られ，

Dorianの 様々な経験，遍歴 を通 しての 自己発見， 自己実現 は，何の社会

的抑制 も受けず，際限な く肥大化 してゆ くことができるのである。その一

端がコレクションの リス トであ り，悪い暉の もととなった様々な悪事であ

ることは，言うまで もない。 したがってこの物語が本格的に展開 を始める

のは，肖像画が超 自然的な作用 を始めた時 というよりも，それが隠 され秘

密 となった時点か らである， と見 なすことがで きる。つ まり超 自然的な作

用は，単にDorianに 永遠の若 さをもたらしているだけでな く，物語の展

開の中心となる秘密を成立 させ る前提条件 として機能 しているということ
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になる。

 こうして主人公は肖像画を隠し，それによって 自分の内面を物語中の 日

常から消 し去って しまう。そ してこれは同時 に，すでに指摘 した意味での

Gothic的 テクス トとしての肖像画，つまりこの作品におけるGothic的 要

素の泉源 となっているものを部屋に隠 し，隔離 してしまうということでも

ある。作品冒頭で，主人公Dorian Grayは まだ成人前の，誰 もが一 目で

その若 さとinnocenceに 魅 入られるよ うな美青年 として描かれている。

そしてその後，結末までの18年 間，主人公は超 自然的な力によって，その

若々 しくinnocentな 美貌を維持 し，同時 に数々の悪行を重ねてゆ くので

ある。 こうした設定において問題 となるのは， この不思議 な美貌 を作品中

の 日常世界，つまり主人公 を取 り巻 く人間たちがどのように受け取 るか，

という点だろう。歳を経て も変わらぬ美貌 も，度を超せば異形 と見なされ

る。多 くの吸血鬼小説で歳 をとらぬ吸血鬼達が隠棲 し，あるいは放浪を続

けるのは，これが理由である。それをWildeは 以下のように説明する。

Even those who had heard the most evil things against him-and

from time to time strange rumours about his mode of Life crept

through London and became the chatter of the clubs-could not

believe anything to his dishonour when they saw him. He had

always the look of one who had kept himself unspotted from the

world... They wondered how one so charming and graceful as he

was could have escaped the stain of an age that was at once sordid

and sensual.5

こ の 記 述 か ら まず 分 か る の は， 作 品 中 の 人 々 は み な19世 紀 的 なphysiog-

nomyの 信 奉 者 で あ る と い う こ と， 人 の 見 か け に最 大 限 の 信 頼 を置 い て，

人 格 は その 人 の 容 姿 に反 映 され る と信 じて い る， とい う こ とで あ る。 その

も っ と も明確 な例 は 肖像 画 の作 者 で あ るBasil Hallwardで ，彼 の 言 葉 の
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端 々 に この こ とが 窺 え る。Basilは か つ て法 外 な 報 酬 を約 束 さ れ た 肖像 画

の依 頼 を断 っ た が ， そ の 理 由 を “There was something in the shape of

his fingers that I hated. I know now that I was quite right in what I

fancied about him. His life is dreadful.”6と 説 明 し， 一 方 で “But you，

Dorian， with your pure， bright， innocent face， and your marvellous

untroubled youth-I can't believe anything against you.” と断 言 す る。

作 中 の 日常 世 界 で は ，Dorianの 変 わ ちぬinnocentな 若 さ こ そ が 唯 一 の 現

実 で あ り， そ れ を支 え て い るGothic的 な 作 用 は， た だ 単 に 存 在 しな い の

で あ る 。

 Henry卿 がDorianを 自 らの影 響 力 の も と に形 づ くられ た 作 品 で あ る と

見 な し， また そ の 肖像 画 はBasilに よ る作 品 で あ る こ とを 考 え る な ら， こ

れ を1891年 版 序 文 の有 名 な一 節 ， “All art IS at once surface and sym-

bol./Those who go beneath the surface do so at their peril./Those who

read the symbol do so at their periL”7に 結 び つ け て 考 え る こ と も出来 る

だ ろ う。Dorian Grayと い う主 人 公 の 名 前 は ， Wildeの 若 い 友 人John

Grayに 由 来 す る と考 え られ て い る。 そ してDavid Sweetに よ る な ら， こ

のJohn Grayは1890年 にParisを 訪 れ ， か の 地 の 先 端 的 な 芸 術 運 動 に 触

れ て， 帰 国 後Wildeに 大 きな 刺 激 を 与 え て い る。 そ してWilde自 身 ， 翌

年早 々 に は 自 らParisへ と渡 り， そ こ でMallarmeやFeneonの 影 響 の も

と， こ の序 文 を書 い た の で あ る。8

 一 方 ，physiognomyの 背 後 に あ る， 罪 や 悪 は そ の 印 を 肉 体 に 残 す の だ ，

と 言 う考 え 方 自体 に 注 目 す る な ら，Mighallの 言 う よ う に， Wildeは

Dorianの 堕 落 を示 す の に犯 罪 学 や 病 理 学 の 枠 組 み を活 用 して お き な が ら，

同 時 に 肖像 画 とい う超 自然 的 な 事 象 を導 入 し， 物 語 が 典 型 的 な 法 医 学 的

デ ィス ク ー ル とな る こ と を妨 害 して い る， と い うこ と に な る。 そ して さ ら

にMighallは ， 当 時 ， 自慰 行 為 の 弊 害 を 喧 伝 す るた め に 書 か れ た 一 群 の

文 章 を 引 き合 い に 出 し， こ う した 構 造 は ， 悪 弊 とそ の 結 果 の つ なが り を暗

示 す る に と どめ ， そ れ に よ っ て真 実 性 や 説 得 力 を損 な う こ と無 しに弊 害 を
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誇張するためのレトリックだ， と指摘する。9

 しか し，主人公 と肖像画の関係を前提 に物語の構造を検討す るのな ら，

この二つの問に起 きた超 自然的な事象その ものにこそ注 目すべ きだろう。

この不思議 な出来事が物語のレベルで如何に消化されているか という点に，

その働 きを端的に見て取 ることが出来 るはずだか らである。すでに引用 し

たように，Dorianの18年 間変わ らぬ若 さの異様 さや，彼 をめ ぐる酷い嚀

とそのinnocentな 容貌 との矛盾は，超 自然的な力に守 られたDorianを

目の前にすれば，何の疑問も無 くいとも簡単に解消されることになってい

る。これはGothic小 説 よりもfairy taleに こそふさわ しい記述である。

なぜならGothic小 説，あるいはさらに一般的に何 らかの怪異や恐怖 を描

く作品の前提 となるのは， 日常性を基準 とした上での異常さ， 日常からの

逸脱の感覚であるか らだ。読者の 日常か らは異常 と見える事柄であって も，

それが作品中の日常にその一部 として組み入れられてしまえば， もはや怪

異を描いているとは言えない。それはwonder tale，つまり不思議や驚異

をあつかう物語 としてのお伽話の範疇に属す るもの となって しまうのであ

る。

 主人公の 肖像画 こそがこの小説のGothic的 構造 を生み出す要因である，

ということに聞違いはないだろう。 しか し主人公はそれをtown houseの

school roomへ と閉 じこめて しまう。そ うす ることによって，その部屋の

外にある作品中の日常世界か ら，そ してその日常世界の中で暮 らす自己の

超 自然的な若 さか ら，Gothic的 な怪異，異常さを拭い去 ることに成功 す

るのである。またこのような形で，school roomの 外 にGothic的 な もの

から距離 を置いた視点 を確立 した上 で，主人公は自分 その もので もある

Gothic的 肖像画を外在す るテクス トとして認識 し，読み，相互作用 を繰

り返すことになる。school roomに 秘密 として隠されるのは主人公の罪や

堕落だけではない。この作品のGothic小 説的な成 り立 ちも，その部屋に

閉 じ込め られ，隠されてしまっているのである。

 しか し同時に，肖像画 を閉 じ込めるという行為 は，大都市Londonと い
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う開 か れ た 空 間 に秘 密 と い う形 でGothic的 な 異 界 を潜 ませ る， とい う効

果 も生 み だ して い る。 古 典 的Gothic小 説 に お い て は， Gothic的 異 界 と 日'

常 世 界 との 隔 た りは， 多 くの 場 合 辺 境 に置 か れ た 自律 的 な 小 世 界 一 た と

え ば僻 地 に あ る城 や 邸 宅  な どや ， 厳 しい戒 律 と高 い壁 で 世 間 か ら隔 離

され た修 道 院 の よ う に， 地 理 的 ， 空 間 的 に表 現 され る。 これ と同様 に よ く

見 られ るの が ， 明 か す こ との で きな い秘 密 を抱 え込 み， そ れ に よっ て 情 報

共 有 の レベ ル で 日常 か らの 隔 た り を確 立 す る， と い う手 法 で あ る。Caleb

Williams(1794)で は ， 主 人 公 が 雇 い 主 の 秘 密 を察 知 し， そ の 結 果 自 ら

が 秘 密 そ の もの とな っ て イ ン グ ラ ン ドを転 々 と移 動 す る。 ま たFranken-

stein(1818)で は， 物 語 は ヨー ロ ッパ か ら極 地 ま で 舞 台 を 移 して ゆ く。

そ して こ れ らの 作 品 は ， い ず れ の 場 合 も秘 密 に よっ て そ れ ぞ れ のGothic

的 状 況 を維 持 して い る の で あ る。 またStokerが 後 に書 くDyacula(1897)

は，TransylvaniaのDracula城 と い う地 理 的 異 境 に 始 ま る が ， 舞 台 が

Londonへ と移 っ た後 は ， 一 部 の 人 間 だ け に共 有 さ れ た 秘 密 とい う形 で 日

常 か らの 隔 た り を維 持 し， 怪 異 が 大 都 市 へ と拡 散 す る こ と を 阻止 して い る。

The.Picture(ゾDo7伽G名 砂 に お い て 秘 密 が持 つ 機 能 も， こ れ ら と同 様 な

もの で あ る。 つ ま り肖像 画 は ， 空 間 的 に隔 離 され る こ と に よ っ て 物 語 中 の

日常 か らGothic的 要 素 を拭 い 去 り， 同 時 に 秘 密 とな る こ と に よ って ，

Gothic的 異 界 をfairy tale的 な作 中 の 日常 世 界 へ と密 か に潜 り込 ませ る，

とい う二 重 の機 能 を負 っ て い る こ と にな る。

 The Picture of Dorian Grayの 持 つ この よ うな構 造 は， 最 初 に 発表 され

た1890年 版 に お い て ， す で に見 て と る こ とが で き る。 そ して そ れ は1891年

版 が 受 け た 改 訂 に よ っ て ， さ らに複 雑 さ を増 す こ とに な った 。 こ の作 品 は

1891年 に単 行 本 と して 出版 され る 際 大 規 模 な 改 変 と加 筆 を受 け て い る。

よ く知 られ て い る よ う に ， 改 変 の 多 くは1890年 版 に顕 著 で あ っ た 同性 愛 を

暗 示 す る表 現 を和 ら げ る， とい う効 果 を上 げ た 。 ま たWildeは 新 た に6つ

の 章 を書 き足 し，最 後 の 章 を2分 割 す る と い う大 が か りな 加 筆 に よ って ，

血 筋 と復 讐 とい う古 典Gothic小 説 に 典 型 的 な モ チ ー フ を導 入 し， そ れ に
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よ っ て この 作 品 のGothic的 側 面 を強 化 して い る。

 す で に述 べ た よ う に， 主 人 公 が 肖像 画 を隠 す きっ か け とな っ た の は ， 彼

が 捨 て た 女 優Sibyl Vaneの 自殺 に よ っ て 肖像 画 に表 れ た 最 初 の 変 化 で

あ っ た。 そ の 後 ， 肖像 画 は隔 離 さ れ， 作 中 の 日常世 界 か ら完 全 に遮 断 され

て し ま う。 そ して このGothic的 肖像 画 を再 びschool roomの 外 に あ る 日

常 世 界 へ と結 び つ け る の が ， 加 筆 に よ っ て導 入 さ れ たSibyl Vaneの 弟

James Vaneで あ る。 追 加 挿 入 さ れ た第5章 で ， Jamesは 姉 思 い の 青 年 と

して， 初 め て 読 者 に 向 か っ て紹 介 さ れ る。 そ の 後 ，Jamesは い っ た ん 物

語 か ら姿 を消 す が ， 同 じ く追 加 され た 第16章 に て再 び 読 者 の 前 に登 場 す る。

これ は姉Sibylの 自殺 か ら18年 後 の こ とで あ る。 この エ ピ ソ ー ドで ， 主 人

公Dorianは 馴 染 み に して い る場 末 の 阿 片 窟 を訪 れ， 長 い 間 彼 を 姉 の 仇 と

して 探 し求 め て きたJames Vaneに 偶 然 遭 遇 す る こ と に な る。 Jamesは

Dorianに 拳 銃 を 向 け るが ， Dorianは 自 ら のinnocentで 若 々 しい 美 貌 を

楯 に し ら を切 り通 し， 人 違 い だ と主 張 して ， い っ た ん は危 機 を逃 れ る こ と

に 成 功 す る。 しか し， こ れ も追 加 さ れ た 第17章 で ，Dorianは 再 びJames

に 遭 遇 す る こ とに な る の で あ る。 最 初 の 遭 遇 か ら一 週 間 後 ，Dorianは ロ

ン ドン を離 れ ， 自 らのcountry houseで 客 を もて な して い るが ， そ こ で ガ

ラ ス に顔 を押 しつ け 中 を うか が うJames Vaneを 目撃 し， 恐 怖 の あ ま り

失 神 して し ま う。Dorianは そ もそ も 自分 が 見 た もの が 本 当 にJamesな の

か ， そ れ と も恐 怖 ゆ え の 幻 な の か も判 然 とせ ず ， 恐 慌 を きた す の で あ る。

Jamesは ま さ に ， 主 人 公 がschool roomに 閉 じ込 め ， 若 さ を保 つ 自分 の

身 体 か ら拭 い 去 っ た 過 去 か らの 使 者 で あ り， 同 時 にschool roomか ら

fairy tale的 な 世 界 へ と浸 み 出 して きたGothic的 な る もの の 一 部 と して

機 能 して い るの で あ る 。

 しか し同 様 に 追 加 さ れ た 第18章 で ，Jamesは ハ ン タ ー に 誤 っ て 射 殺 さ

れ て しま う。 こ う して 実 際 に は何 も起 こ らな い ま ま ， 過 去 か らの 脅 威 は去

り，Dorianは これ を知 っ て 安 ；堵 す る こ と とな る。 しか しJames Vaneと

い う登 場 人 物 と， 彼 が導 入 した復 讐 のsubplotは ， 決 して そ の 場 だ けの 一
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エ ピ ソー ド と して機 能 して い るわ け で は な い。 そ の こ とは ， こ れ に 続 く第

19章(1890年 版 の最 後 の 章 をほ ぼ そ の ま ま二 分 割 した最 初 の もの)に 目 を

向 け れ ば お の ず と明 か で あ る。 そ こ で は主 人 公Dorianが 田 園 の村 を 訪 ね ，

Sibyl Vaneに よ く似 た 少 女 に 出会 う， とい うエ ピ ソー ドが 語 られ て い る。

二 人 は恋 に落 ち ，Dorianは そ の村 を しば しば 訪 れ る よ う に な るが ， 彼 女

を 無 垢 な ま ま に 守 ろ う と 自分 か ら 身 を 引 い た ， と い う も の で あ る。

Dorianは こ れ を 自分 の 善 き行 い と してHenry卿 に 話 す が ， Henry卿 は

こ の行 為 に偽 善 を指 摘 し， 更 に は そ の捨 て られ た 少 女 は 自殺 して い るか も

しれ な い ， と 口 にす る。 こ れ を 聞 い たDorianは 動 揺 し， そ れ を引 きず っ

た ま まで 作 品全 体 の 締 め く く り とな る第20章 を む か え， そ こで 肖像 画 と対

峙 す る こ とに な る。 そ して 自 らの 過 去 に封 印 す るた め ， 数 々 の 罪 を 記 録 し

て きた 肖像 画 を切 り裂 こ う と試 み， 逆 に 自 らの 命 を落 とす の で あ る。

 っ ま り，Sibylの 自殺 に よっ て 始 ま っ た主 人 公 と 肖像 画 の 乖 離 は ， 物 語

の 中 に よ く似 た 少 女 が 登 場 し， 主 人 公 が 最 初 の 過 ち を な ぞ る よ うに振 る舞

う こ と に よっ て  よ り正 確 に はDorian自 身 が そ う考 え る こ とに よ っ て

  そ の 環 を 閉 じる の で あ る。 こ の対 に な っ た 発 端 と結 末 ， 肖像 画 の 超 自

然 的 な 作 用 の始 ま り と終 わ りは，幽1890年 版 で も既 に 目に す る こ とが 出 来 る。

そ して1891年 版 に お け るJames Vaneの 導 入 は ， こ う した 結 末 に 至 る ま

で の プ ロ セ ス を さ らに 明確 な もの と して い る こ とに な る。Wildeは 改 訂 に

よ って 同 性 愛 的 な 要 素 を抑 圧 した が ， 一 方 で は ， 主 人 公 の 秘 密 が 閉 じ込 め

られ た 場 所 か ら漏 出 して ゆ くあ り さ ま を強 調 して い るの だ 。

 この よ うにThe Picture of Dorian Gyayと は秘 密 を め ぐ る物 語 で あ り，

そ して そ の秘 密 を支 え て い るの が 肖像 画 の持 つ 超 自然 的 な 働 き， また そ れ

に よ って 実 現 した 秘 密 の 物 質 化 とそ の 持 ち 主 か らの 分 離 で あ る。 物 とな っ

た秘 密 はschool roomと い う限 定 され た 空 間 に隔 離 隠 蔽 され ， そ の 結 果 ，

school roomの 外 に あ る広 大 な 空 間 で 日常 生 活 を送 るDorian Grayか ら

は ， 過 去 とい う深 み が 欠 落 す る こ と に な る。 そ う して 成 立 す るの が 作 中 に

お け るfairy tale的 な 日常 世 界 で あ る こ とは す で に述 べ た。 そ して その 中
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に，Wildeは 自 らがfairy taleで 取 り上 げ て きた 自己 発 見 と 自己 実 現 の 物

語 を繰 り返 して い る の で あ る。 した が っ てDorianに 与 え られ た 永 遠 の 若

さ， 変 わ らぬinnocentな 容 貌 と は，「表 層 しか 持 た ぬ が ゆ え の い び つ さ 歪

示 す もの で あ り， またDorianが た ど る 自己 発 見 と 自己 実 現 の プ ロセ ス に

は， そ の 主 体 が 深 さ を持 た 梅 人 間 で あ るが 故 に， 歯 止 め とな る もの が無 い 。

っ ま り ：The Picture of Dorian Gyayは ， 不 思 議 な 肖像 画 とい うGothic的

設 定 を も っ て初 め て 成 立 したfairy taleで あ り， ま た 同 時 に， そ のGoth-

ic的 な もの が 隔 離 隠蔽 され る こ とに よ っ て 主 人 公 の 遍 歴 が お の ず と肥 大

化 し， 作 品 全 体 がGothic的 性 質 を強 く帯 び る に至 る， とい う構 造 を持 つ

物 語 な の で あ る。

[こ の 論 文 は 日本英 文 学 会 第72回 全 国 大 会(2000年5月20-21日)に お け る

口頭 発 表 を も とに ， 一 部 加 筆 した もの で あ る.]
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Synopsis 

     What a Locked-up Portrait 

          Brought about: 

        The Gothic Structure 

    of The Picture of Dorian Gray

Hikaru Sakamoto

 The Picture of Dorian Gray is a story of the protagonist's 

secrets, and all the secrets come from, or are enabled by, the 

preternatural power of his portrait. It grows old and hideous, 

taking on Dorian's aging and his numerous misdeeds, and guaran-

tees him an eternally youthful and innocent appearance. Thus the 

portrait objectifies Dorian's secrets in its image and wipes out their 

traces from his living self instead. Dorian then hides the portrait in 

an abandoned room. This structure gives the novel a paradoxically 

Gothic characteristic. It enables Dorian to physically lock up his 

secrets in the room, while the Gothic premise of the story is also 

hidden there. Consequently, the world outside the room accepts 

Dorian's preternatural youth and innocent looks without any suspi-

cion, and such a world is that of the fairy tale in which wonders are 

received without any mistrust. In this fairy-tale-like world, Wilde 

repeats what he wrote in some of his fairy tales: thus it is a story 

of self-discovery and self-realisation. However, in The Picture of 

Dorian Gray, what works as the index for self-discovery is hidden 

from the world, and this allows the protagonist's self -realisation to
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become both uncontrollable and limitless. The long list

gorgeous collection and his evil deeds hinted at throughout the

story are examples of this， reinforcing the Gothic characteristics of

the story. The Picture of Dorian Gray is a Gothic novel that

realises its`Gothicism'by hiding its premise.
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